
令和 5年度助産師職能交流集会 開催要項 

 

 

 

１.研修目的 

  1）入院中から産後に繋げる母乳育児支援の知識と技術を知る。 

2）産後 2週間健診の観察、関わりとポイントを学ぶ。 

3）症例を通して褥婦への関わり方を考える。 

 

２．テーマ 

「明日から使える、産後に繋がる入院中からの助産師の関わり」 

  ～母乳育児支援と産後 2週間健診に役立つポイント～ 

 

３．講 師   

独立行政法人国立病院機構 三重中央医療センター 助産師 松田敬子 

社会福祉法人恩賜財団済生会松阪総合病院 母性ＣＮＳ 助産師 八木奈津実 

 

４．研修日  令和 5年 12月 9日（土）10：00～12：00  （受付 9：30～10：00） 

 

５．主 催  公益社団法人三重県看護協会 助産師職能委員会 

        

６．定 員  100名（すべて来館） 

 

７．参加要件 助産師 保健師 看護師 准看護師 

 

８．場 所  三重県看護研修会館 （津市観音寺字東浦 457-3） 

 

９．参加費  会員 無料      非会員 1,100円 

 

１０．参加申込 

  １）申込方法：パソコンまたはスマートフォンから Web申込をお願いします。 

（三重県看護協会ホームページの『研修申込サイト manaable』から） 

 

  ２）申込期間：令和 5年 10月 6日（金）～11月 27日（月） 

 

１１．参加決定  申込者は全員参加していただけます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２．タイムスケジュール 

 

9：30～10：00 受付 

10：00～10：05 オリエンテーション 

10：05～10：10 三重県看護協会 会長挨拶 

助産師職能委員会 委員長挨拶 

10：10～10：40 講義 松田敬子「入院中の母乳育児支援についての基礎知識と実技」 

10：40～11：10 講義 八木奈津実「産後２週間健診の観察と関わりのポイント」 

11：10～11：40 症例に基づいたグループワーク 

（助産師職能委員が進行・発表しますので、自由に意見交換できます） 

11：40～11：55 発表 

11：55～12：00 まとめ 

 

 

 

１３．連絡事項  

  ・駐車場はありませんので公共の交通機関をご利用ください。 

  ・マスクは必要に応じ使用していただきますので、ご持参ください。 

 

 

 

【問い合わせ先】  公益社団法人三重県看護協会   

担当 福島（助産師職能委員長） 今井 

           ＴＥＬ：059－225－1010   ＦＡＸ：059－226－5200 

 

 

 

おっぱいの模型の

ある方は 

ご持参ください。 


